
 

 

水辺の自然再生共同シンポジウム開催要領 

テーマ   里山・里地-豊かな自然の保全と活用 

侵略的外来種防除による保全と世界農業遺産「大崎耕土」の推進 

 

趣 旨  

私たちの身近な水辺で、開発、河川改修、農薬使用、ほ場整備、外来魚や移植魚の侵入などにより、

これまで親しんできた魚たちが絶滅の危機に陥っています。私たちは、侵略的外来種の対策をはじめと

して多くの課題と取り組み豊かな自然を守ってきました。自然再生活動を継続し次世代へ継承するため

には、強固な体制と経済基盤が求められます。強固な体制を構築するためには活動の成果を着実に積み

上げることが重要であり、成果の達成は個々の活動に適合した戦略によって可能になると考えられま

す。さらに、活動を長期継続するためには経済的基盤の確立が必要であり、消費者など一般の方々の理

解を得ながら豊かな自然の活用を検討する段階にあると思います。本シンポジウムではこれらの課題を

解決するための戦略と戦術を中心に報告し議論します。 

第一部（講演）では自然再生の戦略的な考え方についてモツゴ類ルーツの研究成果やブラックバス防

除の成果を通して語っていただきます。また、世界農業遺産「大崎耕土」に関する講演では農村コミュ

ニテイが主体となり豊かな自然を保全すると同時に積極的活用をめざす広範な活動を紹介していただき

ます。 

第二部（ポスター発表）では、先進的かつ効果的な自然再生ツールや取組など戦術を中心に紹介しま

す。ここではシンポジウムテーマ 8題に加え、自由テーマ 10題を一般募集し、広範な情報提供と意見交

換の場を設定します。 

第三部（講演）では侵略的外来種対策を中心課題とし、基調講演として国家戦略を解説するととも

に、ザリガニ類防除のツール開発と実践、井之頭公園などのかいぼりの意義について講演します。特

に、アメリカザリガニは全国的に蔓延し水草や貝類を食べ尽くす上にブラックバスを駆除すると増大す

るため自然再生活動の大きな障害になっていることから、本シンポジウムでは重要課題として設定して

います。今回は開発中の最新技術を紹介すると共に、北海道・東北などで被害が拡大しているウチダザ

リガニを防除するための効果的な捕獲技術が開発されたので速報します。この技術はアメリカザリガニ

にもウチダザリガニと同様に有効です。 

是非、ご参集の上、情報および意見交換に加わっていただければ幸いです 

 

1 日 時  2019年 10月 26 日（土）10：00～17：15 

2 会 場  東京環境工科専門学校 教室（2階） 

〒130-0022 東京都墨田区江東橋３－３－７（最寄りの駅：JR錦糸町） 

 

3 主 催  水辺の自然再生共同シンポジウム実行委員会（NPO 法人シナイモツゴ郷の会、旧品井沼周辺

ため池群自然再生協議会 、全国ブラックバス防除市民ネットワーク、ナマズのがっこう） 

4 後 援（調整中） 大崎市、大崎市教育委員会、JA新みやぎ、TOYO TIRE グループ環境保護基金 

  

5 講演  第一部：10：00～12：00、第三部：14：00～16：40 

 

6 ポスター発表  12：30～14：00 

（1） テーマ発表 シンポジウムテーマの 8題（講演次第参照） 

（2） 自由発表  一般募集します。   

      内容： 水辺の自然再生に関する活動および調査研究の取り組みと成果 

      募集課題数：10 題（基本的に先着順） 

      ポスターの規格：A1版 縦 1枚（A3版 4枚） 

      ポスターの作成方法：当日、会場で 9：00～12：00 に実行委員会が用意した A1版パネルに貼



 

 

り付け、指定した場所へ設置してください。 

      募集要領：締め切り 9月 22日（日）、講演要旨締め切り 9月 30 日（月） 

 題名と発表者を参加申し込み書に記入し、メール送信してください。 

      講演要旨：印刷用原稿 A4版 1ページ （wordファイル）を 10月 1 日（日）まで事務局へ送っ

てください。要旨の様式は受付後に配信します。講演要旨集（A4 版 100 ページ）

に掲載し会場で配布、後日、シナイモツゴ郷の会 HPへ掲載予定です。 

      発表：発表者は 12：30～14：00にポスター前に立ち、参加者へ随時説明してください。 

その他：旅費は自己負担です。 

7 総合討論 16：45～17：15 

    

 

情報交換会 

日時：10月 26日（土）18：00～20:00 

会場（予定）：会場ビル内の会議室、 会費 3,500円 

申し込み期限：10月 15日（火）下記へ申し込んでください。 

    

シンポジウム問い合わせ先  NPO法人シナイモツゴ郷の会（シンポジウム企画責任団体） 

実行委員長：高橋清孝 事務局長：浅野功 

事務局、問い合わせ先 MAIL kiyotaka-toto*ktf.biglobe.ne.jp TEL 090-4043-3692           

（*印を@に書きかえて送信してください） 

シンポジウム会場へのアクセス 

会場  東京環境工科専門学校 教室（２階） 

住所  〒130-0022 東京都墨田区江東橋３－３－７ 

 

  

mailto:yy0910@ktj.biglobe.ne.jp


 

 

 

参加申込用紙 

  参 加 者 氏 名 
 

 

 

 

 

 

連 絡 先 

郵便番号 〒 
 

住     所 
 

電 話 番 号 
 

Ｅ メール 
 

  所      属 
 

情 報 交 換 会 の 参 加 

 （会 費 3,500 円） 

 

１．参加します 

 

２．参加しない 

 

ポ ス タ ー

発表 

題 名 
 

発表者氏名（所

属） 

 

 


